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政
府
民
主
党
が
目
指
す
「
原
発
ゼ
ロ
社
会
」
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
と
の
整
合
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
民
主
党
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量
を
一
九
九
〇
年
比
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
す
る
と
国
際
社
会
に
向
け
て
公
約
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
新
た
な
原
子
力
発
電
所
を
十
四
基
作
る
方
針
を
示
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
原
子
力
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
い
う
言
葉
さ
え
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
受
け
、
政
府
民
主
党
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
を
策
定
す
る
中
で
「
原
発
ゼ
ロ
社
会
」
を
目
指
す
方

向
で
調
整
に
入
っ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
方
針
を
受
け
て
、
国
策
で
あ
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
に
協
力
し
て
き
た
青
森
県
や

六
ヶ
所
村
か
ら
は
益
々
不
信
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
民
主
党
が
目
指
す
「
原
発
ゼ
ロ
社
会
」
で
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
を
取
り
止
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
野
田
内

閣
の
見
解
如
何
。

二

仮
に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
を
取
り
止
め
た
場
合
、
国
策
に
協
力
し
て
き
た
青
森
県
か
ら
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
県
内
搬
入
を
拒
否
す
る
こ
と
や
、
既
に
六
ヶ
所
村
が
一
時
貯
蔵
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
ガ
ラ

ス
固
化
体
千
四
百
本
余
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
子
力
発
電
所
に
返
還
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、
国
は
こ
の
考

一



え
に
ど
の
よ
う
な
認
識
、
責
任
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

政
府
民
主
党
が
原
発
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
す
方
向
で
調
整
に
入
っ
て
い
る
中
で
、
国
は
青
森
県
や
六
ヶ
所
村
に
対
し
て
誠
実

に
対
応
し
て
き
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


